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1 対策部会のメンバー 対策部会の位置づけ、メンバーを報告する。

2 交通安全対策エリア

の選定

交通安全対策エリア選定箇所について説明する。

3 交通安全対策エリア

の概要

交通安全対策エリアの概要について説明する。
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委員

学識経験者

日本大学 教授 小早川 悟

日本大学 助教 吉岡 慶祐

国土交通省
（道路管理者）

千葉国道事務所 計画課 専門官

千葉国道事務所 交通対策課 専門官

千葉県
（道路管理者）

県土整備部 道路計画課 主査

葛南土木事務所 道路建設課 課長

葛南土木事務所 維持課 課長

千葉県
（交通管理者）

警察本部 交通規制課（規制担当） 係長

警察本部 交通規制課（信号担当） 係長

船橋警察署 交通課 係長

船橋警察署 交通課 主任

船橋東警察署 交通課 係長

船橋市
（道路管理者） 道路部 道路建設課 課長補佐

道路設計技術者※） （株）福山コンサルタント

※）交通工学研究会認定（TOE・TOP取得）あるいは同等の資格保有者

１．対策部会のメンバー
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場所把握の容易さやデータ整備状況を踏まえて、町丁目単位
として評価する。

【評価指標】
①人口
・総人口 ：上位30位内 [１点]
・人口密度：上位30位内 [１点]

市平均の2倍以上 [１点]
・子供の割合：市平均以上 [１点]
・高齢化率 ：市平均以上 [１点]
②死傷事故（人身事故）
・全道路での件数 ：上位30位内 [１点]
・市道での件数 ：上位30位内 [１点]
・全道路での事故率：上位30位内 [１点]
・市道での事故率 ：上位30位内 [１点]

市平均の500倍以上 [１点]
・市道事故の割合 ：市平均以上 [１点]
③急減速挙動（ETC2.0データ前後加速度-0.3G以下）
・市道での件数 ：上位30位内 [１点]
・市道での事故率 ：上位30位内 [１点]
④対策要望
・ゾーン30、ゾーン30プラス指定エリア：未対策[3点]
(予定エリアも含む)
・地域・警察要望 ：5件以上[5点] 、2件以上[3点]

1件[１点]

ＳＴＥＰ①：選定指標の設定・加点
評価指標①～④の各得点による総合評価での優先順位を検

討し、上位に位置付けられたエリアを対策候補エリアとして選定

ＳＴＥＰ②：対策優先度検討

対策整備済あるいは計画策定済エリア等は除外

ＳＴＥＰ③：既存整備状況・計画等の確認

隣接エリアの状況に応じてエリア統合して箇所を選定

ＳＴＥＰ④：対策エリア決定＆近隣エリア統合

【対策エリアの選定方法】

２．交通安全対策エリアの選定
（１）交通安全対策エリアの選定方法
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【対策エリアの選定結果】

残りの優先度が高いエリア
は次年度以降に検討予定

２．交通安全対策エリアの選定
（２）交通安全対策エリアの選定結果

飯山満町南地区
（対策検討予定エリア）
⇒今年度の対策検討

エリアに選定

宮本地区
（対策検討予定エリア）
⇒今年度の対策検討

エリアに選定
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：位置図（飯山満町南地区）
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対策検討
予定エリア

N

拡大

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

8
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：通学路の指定状況

凡 例

対策検討予定エリア

通学路

飯山満町南地区

飯山満南小
学校

飯山満南地区は住宅地であり、エリア周辺には小学校が立地し、学校指定の通学路がある。

8

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：通学路の指定状況

飯山満町南地区

飯山満南地区は住宅地であり、エリア周辺には小学校が立地し、学校指定の通学路がある。

N
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対 策 エ リ ア

凡 例

写 真 撮 影 箇 所

３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：対策の実施状況

小・中学校周辺にはスクールゾーンや横断歩道カラー舗装の対策が実施されている。

②

①

A

①

スクールゾーン B

②

路面標示 止まれ

③

C

③

路面標示 学校アリ

D

④

路面標示 横断者に注意

④

F

⑥

標識 学校アリ 通学路

G 標識 交差点アリ

⑦

⑦

⑤

⑥

K

K

⑪

K 横断歩道カラー舗装

⑪

J ガードパイプ

⑩

I 路肩カラー舗装

⑨

⑨

⑩

E 交差点カラー舗装

⑤

⑧

H 路面カラー舗装

⑧
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：地域要望

当該エリアでは、地元より交通安全に関する地域要望が多いエリアである。

横断歩道を設置要望

凡 例

要望年度

2023

2022

2021

2020

2019

8

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

スクールゾーンにも関わらず、車が通行して危険
安全対策要望

スピード抑制対策要望

スピードを落とさせる
対策要望

規制標識のデザインについて、車両・二輪の自動車の
ロゴ入りのデザインに変更要望

スクールゾーンにも関わらず、車が通行して危険
安全対策要望

スクールゾーンにも関わらず、車が通行して危険
安全対策要望

スクールゾーンにも関わらず、車が通行して危険
安全対策要望 通り抜け車両のスピード抑制対策要望

丁字路付近で事故が多く発生するため対策要望

交差点の安全対策要望

止まれの規制要望

止まれの規制、横断歩道を設置要望

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：事故発生状況

 エリア内の一部の路線で歩行者事故および自転車事故が発生している。

飯山満町南地区

※出典：警察庁交通事故統計オープンデータ（R2~R5）
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：急減速発生状況

外周道路で急減速が多く発生している。
 エリア内の一部の路線で急減速が多く発生している区間もある。

飯山満町南地区

急減速が
多く発生している急減速が

多く発生している

急減速が
多く発生している

★ 急減速挙動（-0.3G以下）

凡 例

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：走行台数

外周の幹線道路では通行量が多い状況である。

※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2、様式1-4）より算出。
2022年9～11月の合計値

飯山満町南地区
N

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

～ 100

100 ～ 200

200 ～ 500

500 ～ 1000

1000 ～

走行台数（台/3ヶ月）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

～ 20

20 ～ 40

40 ～ 60

60 ～ 80

80 ～

凡例（％）

ｻﾝﾌﾟﾙなし
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：平均走行速度

外周道路では、主要地方道船橋我孫子線やそれに接続する市道で速度低下が発生している。
 エリア内を走行する車両の旅行速度は、一部の区間で平均速度が高くなっている。

飯山満町南地区
N

やや速度が高い

やや速度が高い

※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2、様式1-4）より算出。
2022年9～11月の合計値

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

～ 10

10 ～ 20

20 ～ 30

30 ～ 40

40 ～

凡例（km/h）

ｻﾝﾌﾟﾙなし
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針： 30km/h以上の走行車両の割合

 エリア内の一部区間でやや高い速度で走行している車両の割合が多くなっている。

飯山満町南地区
N

高い速度で走行す
る車両が多い

高い速度で走行す
る車両が多い

～ 20

20 ～ 40

40 ～ 60

60 ～ 80

80 ～

凡例（％）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2、様式1-4）より算出。
2022年9～11月の合計値

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：通り抜けの状況

凡例

：通り抜け車両の状況

外周道路の渋滞を避けるためエリア内を通り抜けする車両が多く存在する。

飯山満町南地区

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N
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※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2）より算出。2022年9月の全日朝ピーク時（7～８時台）
※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：抜け道車両の走行経路

対策検討予定エリア

朝ピーク
N

凡例

速度5km/h未満

速度10km/h未満

速度20km/h未満

速度30km/h未満

速度40km/h未満

速度50km/h未満

速度60km/h未満

速度60km/h以上
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：着目エリア

N

着目エリア①

着目エリア位置図

着目エリア②

着目エリア③

着目エリア④

着目エリア⑤

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア①

N
N

着目エリア①

写真③

写真②

写真①

写真①

写真②

写真③

抜け道利用の多い区間だが、
幅員が狭いため相互通行が

困難な箇所もある

最大幅員9.7ｍ
最小幅員3.7ｍ

最大幅員9.7ｍ
最小幅員3.7ｍ

最大幅員9.7ｍ
最小幅員3.7ｍ
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア②

N

着目エリア②
写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

抜け道利用の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている

最大幅員6.87ｍ
最小幅員2.7ｍ

最大幅員6.87ｍ
最小幅員2.7ｍ

最大幅員6.87ｍ
最小幅員2.7ｍ

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア③

N

着目エリア③ 写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

抜け道利用の多い区間だが、
幅員が狭いため相互通行が

困難な箇所もある

最大幅員7.88ｍ
最小幅員3.25ｍ

最大幅員7.88ｍ
最小幅員3.25ｍ

最大幅員7.88ｍ
最小幅員3.25ｍ

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア④

着目エリア④

N

写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

抜け道利用の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている

最大幅員6.00ｍ
最小幅員5.92ｍ

最大幅員6.00ｍ
最小幅員5.92ｍ

最大幅員6.00ｍ
最小幅員5.92ｍ

N



23

３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア⑤
着目エリア⑤

N

写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

抜け道利用の多い区間だが、
幅員が狭いため相互通行が

困難な箇所もある

最大幅員7.85ｍ
最小幅員3.56ｍ

最大幅員8.16ｍ
最小幅員5.0ｍ

最大幅員6.87ｍ
最小幅員2.7ｍ

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：位置図（宮本地区）

①

NN
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16
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228
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8
296

464

228

180

57

57

E14

14

57

E51
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拡大

対策検討
予定エリア

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：通学路の指定状況
宮本地区は住宅地であり、エリア内には小学校が立地し、学校指定の通学路がある。

宮本地区

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N

凡 例

対策検討予定エリア

通学路
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：地域要望

当該エリアでは、地元より交通安全に関する地域要望が多いエリアである。

凡 例

要望年度

2023

2022

2021

2020

2019

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

右折矢の設置要望

N

校門前にカラー舗装要望

市道00-161交差点付近に
学童注意の路面標示要望

市道15-100号線交差点に
車止めポストの設置要望

カーブミラー設置要望

路面標示の塗り直し要望

国道14号線の千葉方面に向かって右折する際に歩行者が怖い
右折する車のため渋滞がひどい、歩道橋改善要望

横断歩道設置
自家用車を減らす取組み要望

道路幅員が狭いにも拘らず交通量が多く、
T字路で右折車と横断中の児童との接触事
故が発生したため対策要望

グリーンベルト、外側線、止まれの路面標示、
横断歩道を塗り直し要望

スクランブル式信号もしくは
歩車分離式信号へ変更要望

横断歩道設置要望

時間帯（7-8:30）の車両通行止め、
右折進入禁止などの交通規制

柵を設置などの安全対策要望

歩行者溜まりの段差解消、
グレーチングのガタつき修繕要望

カーブミラーの傾き修繕要望

自転車事故に対する安全対策要望

狭さく等の安全対策要望

歩車分離式信号へ変更要望

歩車分離式信号へ変更要望

一方通行要望

横断歩道要望

時差式信号へ変更要望

大型規制があるのに、
大型車が入ってくる対策要望

接触事故が多いため、
注意看板設置要望



27

３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：事故発生状況

外周道路で事故が多く発生している。
 エリア内の一部の路線で歩行者事故および自転車事故が多く発生している。

宮本地区

※出典：警察庁交通事故統計オープンデータ（R2~R5）
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：急減速発生状況

外周道路で急減速が多く発生している。
 エリア内の一部の路線で急減速が多く発生している区間もある。

宮本地区

★ 急減速挙動（-0.3G以下）

凡 例

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

急減速が
多く発生している

急減速が
多く発生している

急減速が
多く発生している

急減速が
多く発生している

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：走行台数

外周の幹線道路や一部のエリア内の道路で通行量が多い状況である。

宮本地区

通行量が多い

通行量が多い

※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2、様式1-4）より算出。
2022年9～11月の合計値

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N

～ 100

100 ～ 200

200 ～ 500

500 ～ 1000

1000 ～

走行台数（台/3ヶ月）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

～ 20

20 ～ 40

40 ～ 60

60 ～ 80

80 ～

凡例（％）

ｻﾝﾌﾟﾙなし
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：平均走行速度

 エリア内を走行する車両の旅行速度は、一部の区間で平均速度が高くなっている。

やや速度が高い

やや速度が高い

宮本地区

※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2、様式1-4）より算出。
2022年9～11月の合計値

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

～ 10

10 ～ 20

20 ～ 30

30 ～ 40

40 ～

凡例（km/h）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針： 30km/h以上の走行車両の割合

 エリア内の一部区間でやや高い速度で走行している車両の割合が多くなっている。

高い速度で走行す
る車両が多い

高い速度で走行す
る車両が多い

高い速度で走行す
る車両が多い

高い速度で走行す
る車両が多い

宮本地区

～ 20

20 ～ 40

40 ～ 60

60 ～ 80

80 ～

凡例（％）

ｻﾝﾌﾟﾙなし

※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2、様式1-4）より算出。
2022年9～11月の合計値

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：通り抜けの状況

凡例

：通り抜け車両の状況

宮本地区

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

外周道路の渋滞を避けるためエリア内を通り抜けする車両が多く存在する。

N
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：抜け道車両の走行経路

朝ピーク

対策検討予定エリア

※出典： ETC2.0プローブデータ（走行履歴：様式1-2）より算出。2022年9月の全日朝ピーク時（7～８時台）
※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成

N

凡例

速度5km/h未満

速度10km/h未満

速度20km/h未満

速度30km/h未満

速度40km/h未満

速度50km/h未満

速度60km/h未満

速度60km/h以上
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：着目エリア

着目エリア位置図

着目エリア①

着目エリア②着目エリア③

着目エリア④

着目エリア⑤

N

※背景地図の出典：国土地理院地図を加工して作成
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア①

N
N

着目エリア① N

着目エリア①

写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

最大幅員12.0ｍ
最小幅員4.18ｍ

抜け道利用の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている

最大幅員12.0ｍ
最小幅員4.18ｍ

最大幅員12.0ｍ
最小幅員4.18ｍ

抜け道利用の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

N
N

着目エリア②

着目エリア②

写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

最大幅員11.16ｍ
最小幅員6.78ｍ

最大幅員11.16ｍ
最小幅員6.78ｍ

最大幅員5.29ｍ
最小幅員2.53ｍ

抜け道利用の多い区間である
が、一部区間では歩道未設置
の細街路区間となっている
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア③

N
N

着目エリア③
N

着目エリア③

写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

最大幅員6.52ｍ
最小幅員3.74ｍ

最大幅員6.52ｍ
最小幅員3.74ｍ

最大幅員5.75ｍ
最小幅員5.19ｍ

抜け道利用の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている

抜け道利用の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア④

N

N

着目エリア④

写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

最大幅員9.1ｍ
最小幅員2.16ｍ

最大幅員9.1ｍ
最小幅員2.16ｍ

最大幅員9.1ｍ
最小幅員2.16ｍ抜け道利用の多い区間

であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている
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３．交通安全対策エリアの概要
（１）交通安全対策エリアの分析方針：現地状況（拡大図）

着目エリア⑥

N

N

着目エリア⑤

写真①

写真②

写真③

写真③

写真②

写真①

最大幅員5.03m
最小幅員3.52m

最大幅員5.03m
最小幅員3.52m

最大幅員6.42m
最小幅員6.0m

抜け道利用の多い区間
であるが、歩道未設置の
細街路区間となっている


